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This paper presents a scheme to realize “location-transparency" with which DBMS 
users are not necessary to be aware of each data location. Many distributed DBMSs 
realize the “location-transparency" only within a single database. However they 
never guarantee it within a set of databases on a network. 
Meta database management system (Meta-DBMS) has been newly designed and 
implemented to manage location information of tables spread over scveral machines. 
Meta-DBMS employs client-server mechanism. The “fault transparency" of the 
DBMS is achieved by the strategy to hold meta data replication on more than one 
machine on a network. In such a strategy， itis essential for the Meta-DBMS server 
to ensure the consistency among the replications placed on the machines. In our 





























































物理データベース集合 物理データベースの集合。 1個の主データベースと 0個以上の副デー
タベースからなる。ただし、論理データベースの論理テーブルの集合を L、主データベー
スを M、副データベース iをSiとする時、
U f(l) = M U Sl U S2 U S3 U ωn 
iεL 











論理テーブル ユーザに解放されるテーブル名C これによりユーザはテープルを認識する O




























































フェースとして、 X-Window上で動作する操作系を独立したプロセスとして用意する O したがっ
て、本システムは (1)ユーザのデータを管理する既存の分散型DBMS(2)分散メタ情報を管理

















この DBMSには、 「テーブルの分散情報をデータベース毎に管理しているj、 「データベース













行なう DBMS(以後、 User巴DBMS)と協調してデータベース系における位置透過性を実現する O





いる oMeta-DBMSのサーバ(以下、 MDS)は実際に分散メタ情報を管理しており、 MDCのコマ
ンドを処理し操作結果を返す。
ここで分散メタ情報は重要な情報であるため、その管理部は障害耐久性と応答速度の高速化を
考慮する必要がある C 本システムでは MDSを複数の計算機上で動作させ、 4節で述べるレプリ











































ドロックを掛ける O また、更新に対して合意した MDSは更新要求を処理するまで他の参照や更
新の要求を受け付けないようにライトロックを掛ける O
分散メタ情報の更新は、必ず過半数のMDSに対して行なわれるo
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過半数のMDSから合意が得られなければ、
正しい分散メタ情報を得ることが保証できない。
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2.自分も含めて過半数の MDSから合意を得れれば参照を許可する O 合意した MDSにはリー












1. MDS リーダーは、他の MDSに対して参照の合意をとりつけるとともに、自らにライトロッ
クをかける O
2.自分も含めて過半数の MDSから合意を得れれば更新を許可する O 合意した MDSにはライ












2.既に起動している MDSに合意要求を出し、 MDSの総数の過半数の MDSから合意を得ら
れた場合は次のステップへ進む。(ここで MDSの総数とは現在稼働している MDSの総数
ではなく、インストールされている MDSの総数を表す。)得られなかった場合は再起動を
























他の MDSのロックが解除できずにデッドロックになる可能性がある O ロック中に発生する可能
78 
性がある障害には、 (l)MDSリーダー以外のMDSの停止 (2)MDSリーダーの停止 (3)乱1DC




り、 MDSリーダーはタイムアウトにより他の MDSの停止を検知する o MDSリーダーが MDS







れば要求に対する返事を返す時点で MDSリーダーの停止を検知できる O 更新要求の処理が終了
しライトロックの解除要求を待っている段階や、自分にかけられているロックが参照要求のため
















理を続行する O それ以外の場合は処理を中止しトランザクションをアボートする O
5 通信ライブラリ
本システムでは MDSとMDCとの聞や、複数の MDS同士で通信を行う必要がある O そのた



































• MDCはMDSとは異なり、任意の計算機上に存在することができるO また、 MDCはメッ
セージボックスを生成したメッセージサーバと接続している MDSとのみ通信を行なうこ
とになる O これはメタ・データベースのレプリケーションなどに伴って発生する通信全て





セージのサイズや送信元の計算機名、 IDなどさまざまな情報を付加して送信している O このメッ
セージ本体にさまざまな情報を付加したものをメッセージセルと呼ぶが、 nmeslibでの通信の単

















































. message boxはclienl毎に用意される D
. messageはmessagecellの単位で送受信される O
















行うユーザが、現在の分散メタ情報を格納している MDSを指定する必要がある O この時ユーザの




























[1] 都司達夫 rUnix 上における分散型 DBMS の構築j インターフェース 1091 年 7 月号~1902
年3月号.
[2] George F. COt山 uris& Jean Dollimorc， r分散システムj
[3]中田充、都司達夫「分散DBMSにおける分散メタ情報の一管理方式と実装j
平成 5年度修土論文第 7草
[4]中田充、都司達夫「分散 DsMSにおける分散メタ情報の管瑚方式と実装J
平成5年度電気関係学会北陸支部連合大会 E-40
84 
